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❒『身強』『身弱』『身中』 

 

『身強
みきょう

』『身弱
みじゃく

』『身中
みちゅう

』の授業です。  

 

『身強』の人体図なのか                

『身弱』の人体図なのか                

『身中』の人体図なのか                
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『身強
みきょう

』『身弱
みじゃく

』『身中
みちゅう

』という３つの判断基準があり

ます。 

そのどれかに分類します。  

人体図を出したときに『必ずする・分け方』です。 

 

  

『身強・身弱・身中』    参考（１） 

  

 『身強』人体図に強星を１星。または１星以上所有するもの。 

 『身弱』人体図に弱星を多く所有しているもの。 

 『身中』人体図に中星を多く所有しているもの。 

  

 〔強星〕〔天将星 12〕〔天禄星 11〕〔天南星 10〕 

 〔弱星〕〔天胡星 4〕〔天報星 3〕〔天極星 2〕〔天馳星 1〕 

 〔中星〕〔天貴星 9〕〔天堂星 8〕〔天恍星 7〕〔天印星 6〕〔天庫星 5〕 
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✑“分け方”の説明をします。 

各人の人体図が『身強
みきょう

』『身弱
みじゃく

』『身中
みちゅう

』のどれになる

のか……その分け方から始めます。  

 

02 頁 参考（１） 『身強・身中・身弱』を見てください。 

〔強星〕きょうせい 

〔弱星〕じゃくせい 

〔中星〕ちゅうせい 

十二大従星の強さが三段階に分類されています。  

 

天将星（てんしょうせい）    

天禄星（てんろくせい）               

天南星（てんなんせい）     

この３つが強い星〔強星〕と覚えてください。  

 

なぜこの３つが強い星〔 強
きょう

星
せい

〕なのかといいますと、

〚天将星・家長の時代  12 点〛〚天禄星・壮年の時代  11 点〛  

〚天南星・青年の時代 10 点〛です。 

世の中でチカラを発揮できるであろうと思われる時代

が３つの時代であるはずです。  
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「家長
かちょう

・壮年
そうねん

・青年
せいねん

」この３つは大人の時代です。  

子供ではなくて立派な大人です。 

老人とかの晩
ばん

年期
ね ん き

の星ではありません。  

この３つの時代は、心身ともに充実して世の中で活躍

できる時代という位置づけで〔 強
きょう

星
せい

〕と考えます。 

 

✑ 弱い星〔 弱
じゃく

星
せい

〕は、世の中でチカラを出せないと 

おもわれる時代です。４つあります。  

〚天報星〛（てんぽうせい） 胎児
た い じ

の星は〔弱星〕です。 

産
う

まれる前は、世の中でまったくチカラを出せないのです。  

 

〚天胡星〛（てんゆめせい）  病人の星は〔弱星〕です。  

死
し

の 病
やまい

に臥
ふ

した時代です。世の中でチカラを出せません。  

 

〚天極星〛（てんきょくせい）  死人の星は〔弱星〕です。  

肉体は滅
ほろ

び、此
こ

の世
よ

と彼
あ

の世
よ

のあいだを彷徨
さ ま よ

っている星です。 

世の中でチカラを出せません。  

 

〚天馳星〛（てんそうせい）は、彼の世の星は〔弱星〕です。  

あの世の星ですから、此の世でチカラを出せません。  
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４つの〔弱星〕は、胎児・病人・死人・彼の世です。 

世の中（現世
げ ん せ

）でまったくチカラが出せない星は〔弱星〕

に分類します。 

 

✑〔強星〕と〔弱星〕以外の星はすべて 中 位
ちゅうくらい

のエネ

ルギーだと考えて〔中星
ちゅうせい

〕に分類します。  

 

〚天貴星〛（てんきせい）  児童の時代ですから、胎児とか死人  

よりは強いです。でも、青年や壮年の大人よりは弱いです。

それゆえ天貴星を〔中星
ちゅうせい

〕に分類します。  

 

〚天恍星〛（てんぴかせい） 少年の星〔中星〕です。  

天恍星は、思春期、中学生・高校生位の時代です。  

未成年ですから、大人の星よりは弱いですが、胎児とか病人

よりは強いです。〔中星〕に入るわけです。  

正式名称は天恍
てんこう

星
せい

（てんこうせい）ですが、通称（てんぴかせい）

と呼称します。天胡星（てんこせい）と区別するためです。 

正式名称は天
てん

胡
こ

星
せい

（てんこせい）ですが（てんゆめせい）と呼称し

ます。発音が似ていますから聞き違えてしまうのです。 

星の意味はまったく違います。 
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〚天堂星〛（てんどうせい） 老人の時代〔中星〕です。  

老人は引退後の時代ですからチカラは衰えています。しかし

胎児とか病人に比べれば、まだまだチカラが強いです。  

それゆえ〔中星〕に入ります。  

 

〚天印星〛（てんいんせい） 赤ん坊は胎児
た い じ

よりは強いです。  

大人と比較すれば弱いですから〔中星〕です。  

〔天貴星・天恍星も大人と比較して、弱いと位置づけています〕  

 

〚天庫
て ん こ

星
せい

〛（てんくらせい）  死後の時代の星は〔中星〕です。  

天庫星は“成仏した時代”です。精神は安定しています。  

〔死後の時代はすでに成仏しています。 魂
たましい

は安定している

という意味があります〕  

その意味合いから、おなじ死後の時代の天極星や天馳星より

も強いと考えています。そして、天庫星には長男の星という

意味がありますので、長男として一家を護
まも

ってゆく、家系を

継
つ

いでゆくというチカラがある星なので、死後の時代の星の

なかでは、唯一
ゆいいつ

〔中星〕に分類されています。  

正式名称は天庫
て ん こ

星
せい

（てんこせい）ですが（てんくらせい）と呼称 

します。天
てん

胡
こ

星
せい

（てんこせい）と区別するためです。 
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十二大従星は〔強星〕〔弱星〕〔中星〕の３つに分類さ

れています。  

 

〚天印星（赤ん坊の星）〛と〚天庫星（ 入
にゅう

墓
ぼ

の星）〛は、 

〔中星〕ですが、〔中星〕のなかでチカラ（エネルギー）

は弱いほうになると考えています。 

天印星は赤ん坊です。弱星の胎児よりは大きいので、

エネルギーも強いわけです。 

しかし〚天
てん

貴
き

星
せい

（児童の星）〛と〚天恍
てんぴか

星
せい

（少年の星）〛  

あるいは〚天堂
てんどう

星
せい

（老人の星）〛に比べて、赤ん坊は弱い

です。 

それゆえ〚天印星は〔中星〕〛なのですが〔中星〕の

なかでは、〔弱星に近い星〕という意味があります。  

 

〚天庫
てんくら

星
せい

は〔中星〕〛ですが死後の世界です。 

彼の世で墓に入った時代ですから、ほかの〔中星〕に

比べて、〔中星〕のなかでは弱い星なのです。 

 

〚天印星〛と〚天庫星〛は、〔中星〕のなかで〔弱星〕に近い

星ということを知っておいてください。 



【初年】４２回目〖身強・身弱・身中〗08 

✑ 人体図のなかに〔強星〕が 1 つ混ざっているだけで 

『身強』の人体図になります。  

そして、人体図に〔弱星〕と〔中星〕が混ざっている

場合は、『身弱』か『身中』のどちらかになります。  

 

 

①  人体図に載っている十二大従星の３つの星を見ま

す。どれが〔強星〕、どれが〔弱星〕、どれが〔中星〕

なのかを見定めます。  

 

② 〔強星〕〔弱星〕〔中星〕の数によって、その人体図

が『身強』『身弱』『身中』のどれに相当
そうとう

するのかを

決めるわけです。  

参考：相当〔資格・性質など数量が一致すること〕  

 

その“分け方”を説明します。 

 

 

まずは『身強』の人体図からはじめます。  
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❃『身強』の人体図 

 

人体図に〔強星〕が 1 つ以上あるものを『身強』とい

います。  

          02 ページ『身強・身弱・身中』 参考（１） 

 

人体図には〚十二大従星〛３星が位置を占
し

める場所が

あります。人体図に十二大従星は３つ載ります。 

 

〚天
てん

将星
しょうせい

・天
てん

禄
ろく

星
せい

・天
てん

南星
なんせい

〛〔強星〕３つのなかの 

どれか１つが人体図にあれば『身強』の人体図です。  

 

〔たとえば〕〔 強
きょう

星
せい

〕の〚天将星・天禄星・天南星〛 

３つのうち〚天禄星〛１つが載っていれば『身強』に 

なります。その人体図に〔弱星〕あるいは〔中星〕が 

混
ま

じっていても『身強』です。 

 

〔強星〕のなかでも〚天将星のエネルギーは（12 点）〛ですか

ら最強です。人体図に〚天将星〛1 つあれば、天将星をもつ

人体図として、その人体図の特徴と判断します。 
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人体図に〔強星〕が 1 つあって、ほかの２つが弱い星

だと、強い星が目立ちます。 

特に〚天将星〛は目立ちますが、天将星でなくても、 

人体図に〔強星〕が１つあると、〔弱星〕と〔中星〕は  

チョット霞
かす

んでしまう。 

そのような意味合いになってきます。 

 

                  宿命（１）  

                                                

                                                

   天南星〔強〕  天南星〔強星〕が１つあります。                

                                                                     

 

                 宿命（２） 

               天将星〔強〕               

                    天将星〔強星〕が１つあります。  

                                                      

 

人体図に〚天将星・天禄星・天南星〛のどれか 1 つあれば、  

『身強』です。無ければ『身弱か身中』のどちらかです。  
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❃『身中』と『身弱』の分け方はやや複雑です。 

 

理解しやすいように、並べながら書いていきます。 

 

☞ 人体図の従星３つとも〔中星〕が載っていますから

『身中』です。  

                  宿命（３） 

               天恍星〔中〕              

                                                

   天堂星〔中〕      天庫星〔中〕              

『身中』は〔中星〕３つです。                                

 

 

☞ 人体図の従星３つとも〔弱星〕ですから、その人は

『身弱』です。  

                  宿命（４） 

               天馳星〔弱〕            

                                               

   天報星〔弱〕      天胡星〔弱〕             

『身弱』は〔弱星〕３つです。                               
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☞〔中星〕１つ。〔弱星〕２つは『身弱』です。 

                                                

宿命（５）  

               天極星〔弱〕               

                                                

    天馳星〔弱〕       天貴星〔中〕              

                                                

 

宿命（５） の人体図には〚天貴星〔中星〕〛が１つありま

すけど、ほかに〚天馳星〔弱星〕〛〚天極星〔弱星〕〛の

〔弱星〕が２つあります。 

 

この人体図は〔弱星〕２つのほうに傾いていますから

『身弱』です。 

〔弱星〕のほうが多いので『身弱』になります。  
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☞ 人体図の３つが〔中星〕です。 『身中』です。 

 

                         宿命（６） 

               天堂星〔中〕          

                                                

    天貴星〔中〕       天恍星〔中〕          

 

人体図に載っている３つすべてが〔中星〕です。 

疑問の余地なく『身中』になります。 

 

 

☞〔中星〕２つ。 〔弱星〕１つ『身中』です。 

                         宿命（７） 

               天堂星〔中〕          

                                               

    天馳星〔弱〕       天恍星〔中〕          

 

〔中星〕２つです。 

〔弱星〕１つです。 

〔中星〕に傾いていますから『身中』です。 
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☞ 中星２つ。弱星１つですが〚天印星〛がありますか 

ら『身弱』になります。 

〚天印星〛は弱星に近い中星。天印星があるので『身弱』です。 

                         宿命（８） 

 天印星〔中〕          

                                                

    天恍星〔中〕       天報星〔弱〕           

 

〚天印星〛か〚天庫星〛は、身弱に近い〔中星〕という意味がありま

す。〚天印星〛か〚天庫星〛のどちらか入っていると『身弱』です。 

ここでの考え方を注意してください 

 

☞ 中星１つ。弱星２つですから『身弱』です。 

〚天庫星〛は〔中星〕ですが〔弱星〕に近いです 

                         宿命（９） 

               天極星〔弱〕       

                         

    天庫星〔中〕       天胡星〔弱〕       

 

〔中星〕で１番弱い〚天庫星〛が入っていますから『身弱』です。 
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〚天庫星〛〔中星〕です。 

彼
あ

の世
よ

（死後の世界）に行
ゆ

き着
つ

いて安定したという意味で〔中星〕

と考えています。 

しかし〔中星〕のなかでは１番弱い星です。 

 

〚天印星〛〔中星〕です。 

赤ん坊の時代で、現世
げ ん せ

に生まれたばかりです。 

〔中星〕のなかでは弱いほうに位置します。 

 

参考（２）                          

強星〚天将
てんしょう

 12〛〚天
てん

禄
ろく

 11〛〚天
てん

南
なん

 10〛          

弱星〚天
てん

胡
ゆめ

 4〛〚天報
てんぽう

 3〛〚天
てん

極
きょく

 2〛〚天馳
てんそう

 1〛      

中星〚天
てん

貴
き

 9〛〚天堂
てんどう

 8〛〚天恍
てんぴか

 7〛〚天印
てんいん

 6〛〚天庫
てんくら

 5〛  

 

 

ここまで『分け方』を説明しました。  

どの人体図でも必ず『身強』『身弱』『身中』のどれか

に該当
がいとう

します。 

参考：該当〔その条件・事例にあてはまる〕  
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『身強・身弱・身中』    参考（１） 

  

 『身強』人体図に強星を１星。または１星以上所有するもの。 

 『身弱』人体図に弱星を多く所有しているもの。 

 『身中』人体図に中星を多く所有しているもの。 

  

 〔強星〕〔天将星 12〕〔天禄星 11〕〔天南星 10〕 

 〔弱星〕〔天胡星 4〕〔天報星 3〕〔天極星 2〕〔天馳星 1〕 

 〔中星〕〔天貴星 9〕〔天堂星 8〕〔天恍星 7〕〔天印星 6〕〔天庫星 5〕 

  

 

     第四命星               

     主星                        

                         

                          

                         

                         

第一命星    第二命星        第三命星     
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✏『身強』『身弱』『身中』の分け方 

 

『身強』陽占宿命（人体図）に１つでも〔強星〕があると

その強星がどの場所にあっても『身強』の宿命です。 

                                                             

宿命（１）身強            天南星が第３従星にあってもです   

               天馳星〔弱〕          

                                                

    天南星〔強〕      天胡星〔弱〕          

ここでは第１従星にあります        天南星が第２従星にあってもです   

 

人体図には〚天胡星 4〛と〚天馳星 1〛の〔弱星〕が２つあり

ます。 

〚天南星 10〛の〔強星〕が１つありますから『身強』になり

ます。 

人体図に〔強星〕が１つあれば身強です。 
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『身弱』人体図に〔弱星〕が多いと『身弱』です。 

そして〔中星〕１つで、〔弱星〕が２つあれば『身弱』です。 

    ⒶとⒷの分け方に注意してください 

 

Ⓐ〚天堂星〔中〕〛が１つ。〚天極星〔弱〕〛が１つ。 

〚天印星〔中〕〛が１つです。〚天印星〛は〔中星のなかで

弱い星〕です。〚天印星〛があると『身弱』に傾いてしまう

ので『身弱』の人体図です。 

                                                      

Ⓐ『身弱』          天堂星〔中〕            

                                                

     天印星〔中〕      天極星〔弱〕           

  

                                                      

Ⓑ〚天庫星〔中〕〛は〔中星のなかで１番弱い星〕ですから、 

『身弱』の人体図になります。 

 

Ⓑ『身弱』          天庫星〔中〕            

                                                 

    天恍星〔中〕      天馳星〔弱〕            
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『身中』〔中星〕が２つ以上ある人体図です。 

 

 Ⓐ             天恍星〔中〕             

                                                 

    天堂星〔中〕      天極星〔弱〕             

                                                              

                                                       

 Ⓑ             天貴星〔中〕             

                                                 

    天恍星〔中〕      天堂星〔中〕            

                                                 

 

 

☞『身強』と『身弱』 大きく２つに分けるときには、 

 

人体図に〔強星〕が１つあれば『身強』です。 

 

人体図に〔強星〕が１つも無ければ『身弱』です。 
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『身強･身中･身弱』 練習問題 

 

１．         ２．         ３． 

 

 

 

 

 

４．         ５．        ６． 
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✑ 簡単に“分け方”の練習問題です。 

 

天禄星・天印星・天馳星には、見てすぐわかるように、  

 強  中 弱 を書くとよいでしょう。  

全部書くと 20 頁のようになります。 

 

15 頁 16 頁に〔エネルギー値〕が書いてあります。  

〔天極は弱星 2〕〔天庫は中星 5〕〔天報は弱星 3〕だと

いうことがわかります。 

 

✑ つぎに、“分け方”に従って『身強』『身弱』『身中』

に分類していきます。  

 

１番は何になりますでしょうか？  

１番は、天禄星の〔強星〕が１つあります。  

人体図に〔強星〕が１つでもあれば『身強』です。  

 

２番はどうでしょう。  

２番は〔弱星〕2 つで、〔中星〕1 つですから『身弱』になり

ます。  
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３番はどうでしょう。  

３番は、天恍星・天堂星は〔中星〕、天報星だけが〔弱星〕で

すから、〔中星〕２つ、〔弱星〕１つに該当します。  

そして〚天印星〛も〚天庫星〛もないです。  

『身中』になります。  

 

４番はいかがでしょうか？  

４番は〔中星〕２つ、〔弱星〕は１つです。  

天庫星と天恍星は〔中星〕です。  

天極星は〔弱星〕です。  

ところが、人体図に〔中星〕２つで、〔弱星〕１つの場合で、

〚天印星〛か〚天庫星〛のどちらかがある場合は、『身弱』の

ほうになるわけです。  

〚天庫星〛が入っていますから『身弱』になります。  

 

つまり〚天庫星〛は弱い〔中星〕なので、『身弱』のほうに 傾
かたむ

いていると判断して『身弱』になります。 

 

４番は『身中』と『身弱』の境目ともいえるのですが、〚天庫星〛に

は   １番弱い〔中星〕という意味があります。  
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５番はどうでしょう？ 『身強』ですね。  

人体図に〔強星〕が１つでもあれば身強です。  

人体図にあるほかの２つが〔中星〕か〔弱星〕であっても、

〔強星〕が１つあれば『身強』になります。『身強』です。  

 

最後の６番〚天印星〛３つはどうでしょうか？  

中・中・中と〔中星〕が３つです。これは『身中』です。  

なんの星であっても〔中星〕が３つあれば、文句なく『身中』

です。６番は〚天印星〔中〕〛ばかりですから『身中』です。 

そして〚天庫星〔中〕〛ばかりの場合も『身中』になります。  

６番はすべて〔弱いほうの中星〕なのですが、〔弱星〕は１つ

も入っていませんから『身中』です。  

 

〔たとえば〕６番のような人体図で、〔弱星〕のどれかが１つ

入っていて、ほかに〚天印星〔中〕〛か〚天庫星〔中〕〛が  

あれば『身弱』になるわけです。  

つまり〔弱星〕が１つでも入っていると『身弱』になってし

まいます。  

惑
まど

わされないように気をつけてください。  

このように分類すればよいのです。  
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✑ 占うとき『身強』『身弱』『身中』は必ず観ます。 

『身強』『身弱』『身中』を観ないと、占いとして用
よう

を成
な

しませんので、それぞれの意味合
い み あ

いを説明します。  

 

参考：意味合い〔いろいろな事柄を背景として持っている内容〕  

参考：用を成さない〔役に立たない〕 

 

 

☞☞☞『身中』は後回しにします。  

『身中』というのは中間
ちゅうかん

です。  

『身強』と『身弱」の違いを理解すると、『身中』は理解でき

るようになります。  

『身強と身弱の違いが大切』です。  

 

 

 

 

 

✑『身強』と『身弱』から説明していきます。 ➦ 
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✑『身強』と『身弱』の違いから説明します。 

 

『身強は現実面に強い』 

『身弱は精神面に強い』 

 

『身強』と『身弱』では「得意な分野」「生き方」が異なる。 

『身強』と『身弱』では「得意な分野」「生き方」が異
こと

な

ります。 

『身強』が得意なものを『身弱』は苦手です。  

『身弱』が得意なものを『身強』は苦手です。  

 

『身強』と『身弱』では、もともと性格が違います。  

どちらが（よいとか）（悪いとか）いえません。  

もともと得意な分野、生き方が違うからです。  

 

身強と身弱では、得意な分野・生き方が異なる。 

 

      どちらが（よい）とはいえない。 

 

言葉の響
ひび

きとして、身強と身弱では『身強はしっかり  
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して運勢が強い』そのような印象をもちやすいと想い

ますが、（運が強い）（いい宿命）とかの意味は一切な

いのです。  

 

身強と身弱は本質が異なりますから、（よいとか）…… 

（悪いとか）を論じることはできないのです。  

このことを頭に入れておいてください。  

 

『身強』と『身弱』を対比させて考えるとわかりやす

いとおもいます。 

 

『身強』エネルギーが強い宿命です。 

 

『身弱』エネルギーが弱い宿命です。 

 

身強の人体図には、天将星・天禄星・天南星のどれか

が必ず１つあります。  

 

各人によっては〔 強
きょう

星
せい

〕が２つ、あるいは３つ載
の

って

いる人体図もあります。  
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『身強』と『身弱』は、本質的につぎのような違いが

あると考えてください。  

 

『身強』は人体図に最低１つは強い星をもっています

から、〔強星〕が１つもない人と比べると、強いエネル

ギーを与えられて生まれてきたといえます。  

強いエネルギーを与えられて生まれて来たのですから、

性格的にも気が強い人になります。  

気が強い。 

『身強』は心のあり方（気持ち・感情）が強いです。 

自分の気持ちを曲げない性格ともいえます。  

強いエネルギーということでは芯
しん

（根本
こんぽん

）が強いです。 

気が強い、芯が強い。 

少々の事柄では動じない強さをもちます。  

 

〔 弱
じゃく

星
せい

〕は、胎児の星、病人の星、死人の星です。 

それらの星が多い人体図は、弱い星ばかりといえます。

そうなると、どうしても性格的に気が弱いです。  

気が弱い、芯が弱い。 

身弱は本質的に気が弱いです。  
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参考 :感情〔喜怒哀楽や好悪など、物事に感じて起こる心持ち〕  

参考 :気持ち〔物事に対して感ずる心のあり方〕  

参考 :気が強い〔自分の気持ちを主張して強気である〕   

参考 :気が弱い〔強く自分の気持をあらわすことができない〕  

参考 :気弱〔心のもちかたが弱いこと〕  

 

 

☞ 身強と身弱で争ったときに、身弱のほうが強いこと

は多々あります。  

身弱のほうが本質は気弱
き よ わ

ですけど、気が弱いから負け

るとは決まっていないのです。  

 

 

参考として： 

「横綱・貴乃花」  

人体図は〔弱星〕ばかり最身弱
さいみじゃく

です。  

 

「大関・貴景勝」 

人体図は〚天印星〛〚天庫星〛があって身弱
みじゃく

です。  
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✾ 貴乃花
た か の は な

・光司
こ う じ

              ✾ 貴
たか

景勝
けいしょう

 

   1972(s47)-8-12                1996(h8)-8-5 

 

    乙 戊 壬          甲 乙 丙    

 申 亥 申 子        申 戌 未 子    

 酉 甲 戊          酉 辛 丁      

     壬              丁 乙    

   壬 庚 癸          戊 己 癸    

 

玉堂星 天胡星               鳳閣星  天恍星 

  石門星 司禄星 龍高星    禄存星 司禄星 玉堂星 

 天極星 司禄星 天報星    天印星 石門星 天庫星 

 

 

参考：質
しつ

〔そのもの本来の性質。うまれつき〕  

参考：本質
ほんしつ

〔そのもの特徴となっていて、それを抜きには、その存在が考えら

れない独自の性質〕。  

参考・本性
ほんしょう

〔ふだんは隠れて見えない、生まれつきの性質〕  

参考・天性
てんせい

〔うまれつき備わっている天から授かった性質〕  
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✑ 話をもどします。  

十二大従星のエネルギーはつぎのように理解していた

だくとよいでしょう。 

エネルギーを食べ物にたとえて考えるとわかりやすい

のです。  

 

カロリーの高い食べ物をたくさん食べたのが身強です。  

高カロリーの食べ物をたくさん食べたら、身体をたくさん動

かさないと、体調を崩します。  

高カロリーの食事をして、食べたらすぐゴロッとして  、  

食っちゃ寝、食っちゃ寝を繰り返していると、健康が損なわ

れます。  

 

『身強』はたくさんのエネルギーをもっていますから

たくさんのエネルギーをつかえる人です。 

多大なエネルギーをどんどん消化するために、忙しい  

環境に向いています。 

エネルギーを消耗する生き方が合っています。 

言葉を換えれば、活力・気力を消費する生き方に向い

ているわけです。  
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『身強』忙しくエネルギーを消費する環境に向いている。 

 

元気旺盛で積極的に物事を行う生き方に向く。 

 

エネルギーが多いですから、エネルギッシュな人物で

あることが宿命に適合します。  

身強の人はふつうの人以上に〔やる事が多くて大変だ〕

という環境のほうが実力を発揮できます。  

そういう生き方のほうが、心も気力も充実しますから

実力を発揮できます。精神も安定してきます。  

それが 性
しょう

に合っているからです。  

 

その人物が『身強』であっても、体力が実際にあるの

か  そのことはわかりません。 

『身強』の人は体力があるという意味ではないのです。 

『身弱』の人は体力がないという意味ではないのです。 

 

『身強の宿命』は質的にエネルギーが旺盛ですから、

どんどんエネルギーをつかう生き方が、宿命どおりと

いうことです。  
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身強の人でも生れつき身体
か ら だ

が弱いということもありま

すし、生れつき体力がないということもあるわけです。 

ただし、身強がそうなるとチョットつらいですね。 

 

身強の人は、ふつうの人以上にエネルギーを消費する

生き方、忙しく多忙な生き方に向いています。 

ということは、それだけの物事をやれるだけの自力
じ り き

・

体力を自分自身でつくる必要があります。  

 

☛ 悪い事例をいえば、身強はせっかくエネルギーが強いのに

使わないと、余ったエネルギーが腐ってしまう。  

このように算命学は考えます。  

 

たくさん食べ物を食べたのに、体を動かさないでいれ

ば、どんどん太っていくでしょうし、中性脂肪も蓄積

します。どんどん悪いほうへ作用します。  

 

『身強』でエネルギーをつかわない典型的な傾向
けいこう

は、

過保護に育つことなのです。  

実際に甘やかされて育つと運勢は伸びなくなります。  
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過保護に育つと運勢が伸びなくなる。 

 

精神か肉体のいずれかに欠点を出す。 

 

過保護
か ほ ご

で育つと精神か肉体のいずれかに、欠点が出る

とおもってください。 

身強の子供を親がすごく甘やかして、何でもかんでも

親が子供にチカラを貸してあげて、子供が自分でやる

べきことも、親が代わりにやってしまうとなったら、

この子供は自分でエネルギーを使わなくて済
す

みます。  

そのときは楽かも知れません。しかし、身強の子供は

エネルギーが強いのに、親が何でもやってしまうと、

子供のエネルギーがたまってしまいます。  

そうなると、過剰に余ったエネルギーは、運勢のうえ

では腐ってしまうといえます。  

エネルギーが腐れば、運勢が下降します。 

結果的に、どこに欠点が出るのか、 禍
わざわい

となるのか、  

これだけではわかりませんが、いずれにしても、精神

か肉体のどちらかに問題が出ます。  

参考：傾向〔性質・状態などが一定に方向にかた向くこと〕  
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✏ ここまでのところを『身弱』で考えます。 

身弱はエネルギーが弱く、少ししかエネルギーの蓄積

がないのです。 

それなのに自分が置かれた環境が、すごく忙しい状況

だとエネルギーが不足します。状況〔そのときにありさま〕  

車がガス欠になってしまうようなものです。  

『身弱』は急
せ

かされて落ち着かない環境には向かない

のです。  

身弱は多忙な環境に向かない。 

 

一般に人生でいえば、身弱の人は、忙しい会社とか、

残業が多い会社とか、そういう会社は選ばないほうが

よいのです。程度・頻度
ひ ん ど

などが 甚
はなは

だしいと運勢も伸び

なくなります。  

『身強』過保護にされると伸びません。  

『身弱』激
はげ

し過ぎる（厳
きび

し過ぎる）と伸びません。  

身強の子供なら、厳
きび

しくしたほうがよいのです。 

身弱の子はいくぶん大事に育てたほうがよいのです。

そのほうが伸びます。 

参考：甚だしい〔ふつうの程度をはるかに超えているさま〕 
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☞ お断りしておきます。 

ここでは十二大従星『身強』『身弱』に関してだけの話です。 

 

ここまでの話として、『身弱』は気弱で、忙しい仕事に

向かないし、厳
きび

しくされると伸びません。  

となると〔身弱はなにか頼りなくてダメな宿命ですか？〕  

そのような気持ちが湧き上がってきたかもしれません

が、『身弱』には身弱のよさがあります。  

☞『身強』と『身弱』を比較して（どちらの宿命がよい）  

（どちらの宿命が悪い）一切ないです。  

 

✑『身弱』は少しのエネルギーしか与えられていない

ので、エネルギーは弱いです。  

少しのエネルギーしか蓄積できませんから貴重
きちょう

です。 

貴重なエネルギーを消費して生きていくことになりま

すから、エネルギーを上手に使わないといけません。  

〔たとえば〕〚天
てん

胡
ゆめ

星
せい

４点〛は病人の星です。 

死
し

の 病
やまい

に臥
ふ

した病人です。死ぬ一歩手前です。  

体力はもうわずかにしか残っていません。 

無駄にエネルギーをつかえば、余力
よりょく

がなくなります。  
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生きる手段として、エネルギーが枯渇
こ か つ

しないように、

少しのエネルギーを上手
じょうず

につかえばよいわけです。 

それゆえ、身弱のほうが物事をうまく処理する手順を

巧
たく

み出
だ

して無駄を省
はぶ

きます。  

そうしないと身強に対抗できないのです。 

参考：巧み出す〔いろいろ考えて、手段・趣向をうみだす〕  

 

『身弱』は“気が弱い”といえますが、特に新しい  

物事を始めたときに、その傾向が出ます。 

新しく仕事を始めたときとか、新しい環境に入ったと

きとか、あるいは、初対面の人に会うときとか、何か

新しいことを始めるときに、気の弱さが出るのです。 

 

なぜかといいますと、エネルギーが少量しかないのに

最初からどんどんエネルギーを使ってしまうと、肝心
かんじん

なときにエネルギーが不足する事態が起こります。 

それゆえ最初は自分を抑制
よくせい

するような本能が動
うご

きだす

と算命学は考えています。  

少ししか無いエネルギーを、最初からドンドン使えば欠乏し

ます。そこで最初は自分を抑
おさ

えるような本能が働きます。  
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エネルギーの消費を抑えるため、物事の始めに気弱な

面がでるといえます。  

新しい物事を始めたとき、その進め方とか、処理とか

もよくわかっていませんから、特に慎重に物事を行い

ます。『身弱』は本質的にエネルギーが弱いですから、

無駄なうごきをすればチカラを失います。  

新しい環境に慣れてくると要点を掴
つか

めます。 

主要な手順がわかれば、気の弱さは無くなります。 

 

物事や相手に慣れると気の弱さは出なくなる。 

 

気の弱さが無くなると（こうすればこうなる……）という

強気な面が出てくるようになります。  

処理する手順をつかんで（このようにやればいい……）と

いうことが解
わか

れば、エネルギーを無駄なくつかうこと

ができます。そのようになれば、自分を抑
おさ

える必要は

なくなって、気の弱さという状態から抜け出て、自由

にうごけるようになります。  

 

参考：抑える〔自分の行動や気持ちをおさえる〕  
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✑『身強』は現実面に強いです。 

〚天将星〛〚天禄星〛〚天南星〛は大人の時代です。 

この世で生きて行く中心に位置する時代といえますか

ら、この世の現実面に対応するチカラはほかの星より

も秀
ひい

でています。 

「身強は過保護にされると伸びなくなる」といいましたが、

現実的な苦労に耐えられる強さを備えていますから、現実的

な苦労をしなさい。ということです。  

現実的苦労というのは、具体的にいえば、お金・物質

とか、あるいは、用事に追われて暇がないので大変だ。

これも現実的苦労です。算命学は時間を現実と考えます。 

そして、肉体的な疲れに強いのも身強のほうです。 

病気は肉体の苦労ですから、病気に強いのは身強のほ

うです。身強は病気にならないという意味ではなくて、

病気になっても強いです。 

言い換えれば、自分のエネルギーが消耗するまでは、

死にたくてもなかなか死ねません。これも大変です。  

現実的な肉体的苦労に強いのが身強です。 

参考：現実〔事実として目の前に現れている物事や状態〕  

参考：現実的苦労〔肉体を使っての疲れ、苦しい思いをするさま。ほねおり〕  
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✑『身弱』は精神面に強いです。 

「精神的苦労に強い」です。 

精神面に強いですから「精神的苦労をしなさい」とい

う意味になります。  

〔たとえば〕学校で虐
いじ

められて、登校拒否になるのは、

身強と身弱では身強のほうが多いです。 

身強の子供は現実的苦労には強いのですが、精神的苦

労には弱いです。『身強』は現実に鍛えられて、精神性

を磨く必要がありますが、子供はまだ現実が鍛えられ

ていません。その子供が学校で虐められて登校拒否に

なるとか、最悪の場合は自殺してしまう。 

その可能性を内在しているのは『身強』のほうです。 

 

『身強の子』過保護な環境で育てられると、精神的な

苦労に弱くなります。  

『身弱の子』気弱ですが、虐
いじ

めには強いです。 

虐
いじ

めは精神的苦労だからです。  

 

参考・現実〔現に事実として目の前にあらわれている状態・物事〕 

参考・現実的〔現実に関するさま。現実に即しているさま〕  
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算命学で「これは強い」とか「これは弱い」とか、そういう

事柄が出てきたら、『常
つね

に強いほうを鍛える』この方法が鉄則

です。 

強い方を鍛えるのです。  

弱いほうを鍛えてはいけません。  

「強いほうをたくさん使いなさい」ということです。  

『身強』は現実面が強いのだから、現実面を鍛えなさい。と

いうことになります。  

 

現実的苦労に強い宿命を与えられているわけです。  

“現実的苦労をしなさい”そうすることで『身強』は

精神が鍛えられます。 

身強の子供が生まれたら、過保護に育ててはいけません。  

算命学ではそのようにいいます。  

 

自然界の動物や鳥はそうですね。  

ライオンの親は子離れの時期が来たら、産んで可愛がって育てた子供

を無理やり親離れさせます。そうしないと、子供が生きていけないか

らです。一生懸命に餌を運んで育てた小鳥を、親鳥が無理やり巣から

追い出します。そうして小鳥は巣立っていくのです。  
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この厳
きび

しさが身強の子供には必要です。 

算命学は「兄弟の子供を平等におなじく育てなさい」

とはいいません。兄弟であっても育て方は別です。  

「自分の子供を厳しく育てる」親にとっては、実に厳
きび

し

いですね。  

『最身強』の子供であれば、なおさらの厳しさを必要

とします。  

☞ このことは“子
こ

虐待
ぎゃくたい

”とは、まったく次元の違う話です。 

 

 

✑『身弱』は『身強』と反対です。 

身弱は精神的な苦労に強いから「精神的苦労をしなさ

い」ということです。そうすることで、現実的な側面

が強くなります。強いほうを鍛えるのです。  

 

『身弱は精神を鍛える』 

『身強は現実を鍛える』 

 

身弱は精神に関係する苦労に強いです。強いほうを鍛

えるには、精神的苦労から逃げ出してはいけません。  
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☞ 人生の過程    毎日の生活のなかで（嫌
いや

なこと） 

（辛
つら

いこと）があったときに「イヤなことは忘れて、

楽しいことだけを考えよう」そのような生き方をする

と、『身弱』にとって好ましくない結果になります。  

 

「辛
つら

いことは忘れて、明るく前向きに生きよう」と 

いう言葉が聞こえてきたとしても、『身弱』はそのよう

な生き方をしてはいけないのです。  

 

参考・精神〔こころ。意識。たましい〕〔折にふれて喜怒哀楽の感情

をいだいたりする根源にあると捉えられる心に働き〕  

参考・精神的〔精神にかかわる状態。精神に関することを重んじる〕 

参考・現実〔現に事実としてあり、無視することができない事柄〕  

参考・現実性〔現実に存在しているすべてのもののあり方や特質〕  

     〔現実に存在している性質や性格。現実態〕  

参考・現実的〔現実に即していること。実際にあるさま〕  

参考・側面〔さまざまな性質のうち、表面に現れていなかった質〕  

参考・過程〔進行していく物事のありさま。経過する一連の現象〕  

 

『身弱』はつらい出来事、悲しい出来事があっても、 
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そこから逃げてはいけません。  

〔どうしてそうなったのか  〕〔自分になにか原因が

あったのか  〕よくよく考えて、精神で苦しんで、

精神を磨
みが

くのです。  

『身弱』には余分なエネルギーが無いわけですから、

静かに自己を 省
かえり

みて、精神を鍛えるのです。  

自分の行動を反省
はんせい

するわけです。  

お釈迦様は「止観
し か ん

」といっています。  

そのようにして精神を磨くことで、身弱は強くて 逞
たくま

し

い人物になってゆくのです。  

 

☞ ところが現実的苦労を与えられてしまうと、身弱の

人は潰
つぶ

れやすいです。崩
くず

れてしまいます。  

特に子供の頃から、現実的な苦労ばかりをさせられて

しまうと潰
つぶ

れてしまうことにもなります。  

 

あるいは、要領
ようりょう

がいいですから、性格がひねくれてし

まい素直でない人間になってしまう。 

いずれかになる傾向があります。  

参考：要領〔うまく立ち回るのが上手〕  
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☞ 言葉で説明しても、なかなか理解しにくいとおもい

ます。 

〔たとえば〕失敗しました。 

失敗は何でもいいです。商売やったら失敗したとか、これを

やったら失敗したとか、何でもいいです。  

 

「A をやって失敗した」とします。  

そのときに、これが身強であれば、Ａで失敗したから

つぎはＢをやる。それでもダメならＣをやるというよ

うに『身強』はエネルギーがありますから、いろいろ

やって、どれがよいのかを決めればよいのです。  

 

身強であれば、B をやったり、C をやったり、D をやったりし

て、自分にとってどれがいいのかを決めればよいのです。 

 

身強は〔とにかく実行しなさい〕ということです。 

現実的苦労を消化するには、現実的苦労をすればよい

のです。 

実行・行動あるのみということです。  
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✑『身弱』はちがいます。 

Ａをやって失敗したからといって、B のやり方をした

り、C をやったり、D をやったり、いろいろ試すだけ  

のエネルギーはありません。  

『身弱』はいろいろ試すやり方は向きません。  

身弱は精神的苦労に強いわけですから〔なぜ失敗した

のか、どこかに原因があるはずだ  〕と考えること

です。 

精神をうごかすのです。  

 

身弱 ⇒ 精神をうごかして、なぜ失敗したのかを考える。 

 

悩み、反省する ⇒ 本領を発揮する。 

 

Ａをやって失敗したのであれば〔何故それが失敗した 

のかをよく考えて〕どこがいけないのかを突きつめて  

悩み、苦しんで、反省して、つぎへと繋
つな

げるのです。  

そのようにして、身弱は本領
ほんりょう

を発揮すればよいのです。 

 

参考・本領〔本来得意とする特質〕  
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これまでの話をくらべ合わせますと、身強と身弱では  

“情にもろい”のはどちらのほうだとおもいますか？ 

これは身強です。身強は情が深いともいえます。 

身強 － 情
じょう

にもろい。 

 

身弱は精神的苦労に強いので、情
じょう

にもろくないのです。 

それゆえ精神的苦労に耐えられます。 

身弱 － 情
じょう

にもろくない。 

 

※「気が弱い」ことを“ 情
じょう

に負
ま

けやすい”と記されている辞書もあ

りますけど、算命学はそのような考え方ではないのです。 

算命学は“情に負けない”というのは『 情
じょう

に 従
したが

わない姿』と考えて

います。 

参考：情にもろい〔思いやる心をうごかされる心のはたらき〕  

 

「演歌」は身強の世界かも  演歌の歌詞は『男と女

の情がらみ・引きずり合い』が多いようですが、その

片方の相手が身弱だと、なかなか通じないでしょう。 

そして「情が深いから善
い

い人」と思ってしまいそうで

すが、それはちがいます。  
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『身強』善人もいれば悪人もいます。  

『身弱』善人もいれば悪人もいます。  

 

『身強 － 情にもろい』  

『身弱 － 情にもろくない』 

これは本質的な質の違いを言っているだけです。 

その人が（善人なのか）（悪人なのか）という意味では

ないのです。 

 

「 情
じょう

」ということだけでいえば、情にもろいのは身強

です。 

情がからんでいて頼まれると、イヤとは言えないとか、 

「あなただけが頼りなのよ」といわれてしまうと身強

の人は情が深いので、すごく親身になってやってくれ

ます。 

そういう側面をもっています。 

 

ちなみに、演歌の女王といわれる美空ひばりさんは

最身強
さいみきょう

です。  
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✾ 美空ひばり  1937(s12)-5-29      1989-6-24〔52 歳没〕 

 

丙 乙 丁          石門星 天印星      3 丙午 

子  辰 巳 丑   鳳閣星 貫索星  調舒星     13 丁未 

丑   甲 戊   天南星  玉堂星  天禄星    23 戊申 

    己 壬                 33 己酉 

  卯 壬 庚                 43 庚戌 

                         53 辛亥 

 

お断りしておきます。  

身強は歌がじょうずという意味ではないのです。  

身強が歌手として大成するには、それなりの条件が必要です。

彼女は歌手として、天性
てんせい

をもっていますが、その天性に加え

て、子供時代に巡業で 命
いのち

を失う危険に遭遇
そうぐう

しています。  

 

そして、都々逸
ど ど い つ

・端唄
は う た

などが玄人
くろうと

はだしの父親からの遺伝
い で ん

星
ぼし

を

もっています。  

彼女が歌の世界で大成したのはさまざまな要因があります。

美空ひばりは身強でありながら、聴衆を惹きつける凄い歌唱

のチカラを自分のものとしています。  
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✑『身弱』は理性的です。（情に左右されません）  

〔たとえば〕『身強』の気持ちをうごかしたいとか、 

なにか物事を頼むのであれば、「 情
じょう

」で頼むとよいで

すね。身強は情にほだされて心をうごかします。  

しかし『身弱』の人にはそれをやってもダメです。  

身弱は精神面が強いので、情にとらわれない質です。

情ではなく、理性
り せ い

に訴えたほうがよいのです。  

つまり〔このような理由で貴方に頼みたいのです〕理性的

に頼むと身弱は納得します。 

参考：情〔物事に感じて起こる心のはたらき。思いやりの心〕  

参考：理性〔感情に左右されず思慮的に考えて行動する能力〕  

 

〔たとえば〕夫は身弱、妻は身強の夫婦がいたとしま

す。（これは逆でもいいですよ）  

夫は『身弱』  妻は『身強』    

この２人が夫婦喧嘩すると、身強の妻は情で夫婦喧嘩

をするようになります。  

身弱の夫は理性で夫婦喧嘩をするようになります。 

夫は理屈
り く つ

をこねます。参考：理屈〔物事のすじみち〕  

参考・こねる〔いろいろ考えて、あれこれ述べたてる〕  
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夫は理性で戦おうとしますから、どうしても理屈を述

べます。夫は身弱 ⇒ 理屈を言ってくる。 

「君はさっき、ああ言ったけど、今度はこう言ったよ。一昨日
お と と い

もそうだった」このように夫がいうと、今度は妻が情で

いい返すわけです。 

｢じゃ、あなたって、わたしのことおもってないのね｣

というように、理屈ではなくなるわけです。  

妻は身強 ⇒ 情にうったえる。 

この２人のまったく噛み合わない部分です。  

 

このような事象があったときは、身弱の夫は、妻の情

の部分を「かけがえのないものとして大切に考えてあげる」 

とよいわけです。  

身強の妻のほうは、夫の理性的な部分を大事に考えて

あげると、お互いにうまくいきます。  

他人
ひ と

がいうのは、他人事
ひ と ご と

で簡単ですけど、うまくいか

ないのが夫婦喧嘩です。 

「夫婦喧嘩は犬も食わない」といいますが、まったく

犬の牙でも噛み切れないのです。  

実際には『身弱』と『身強』の相性は悪いです。  
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ご夫婦でなくても、つぎのような様相
ようそう

はあるかとおも

います。  

〔たとえば〕喧嘩したり、仲が悪かったりする場合。 

『身弱』にいわせると、 

〔身強は図々しい、気が強いし、強情なのよ〕  

〔あの人って図々しくて、自分勝手なのよ〕  

そういうふうに見えやすいのです。  

 

『身強』にいわせると〔身弱はずるい、要領がいいよ〕  

身強からみれば、身弱がずるく見えるわけです。  

 

 

『身強』から見た『身弱』                

『身弱』から見た『身強』                
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❃『身中』です。 

身中はすべてにおいて、身強と身弱の中間
ちゅうかん

だと考えて

ください。 

『身中』 身強・身弱の中間。 

気の強さも 中 位
ちゅうくらい

、 忙
いそが

しいかどうかも 中 位
ちゅうくらい

が向いて

います。 

過保護か、厳
きび

しくか、それも中位がいいです。  

 

情が深いとか、理性が強いとか、それも半分位なので

身強と身弱の中間
ちゅうかん

くらいの人ということになります。 

身中はエネルギーが中位なのです。  

 

エネルギーが 中 位
ちゅうくらい

 

 

   気の強さも中位 

 

性格的に、強くもないし、弱くもない。  

与えられたエネルギーが中位ですから、エネルギーを

使うにしても、中位の生き方が合っているわけです。 

忙しすぎるとエネルギーが不足してきます。  
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楽
らく

すぎると、エネルギーが余ってしまいます。  

忙
いそが

しすぎても、楽
らく

すぎてもよくないのです。  

ふつうの環境に向いています。  

普通の生活に向く。 

 

ふつうの生活環境に向くというのは、〔 忙
いそが

しすぎる〕 

〔楽
らく

すぎる〕どちらもよくないのです。  

苦労が多すぎるのも合
あ

わないし、苦労が少なすぎるの

も合わないのです。  

ほどほどがいいです。  

 

『身弱は精神が強く』『身強は現実に強い』のですが、

『身中』はその中間
ちゅうかん

ですから、精神と現実のいずれに

も片寄りません。  

精神的にも現実的にも片寄っていない宿命ですから、

どちらにも 傾
かたむ

かない生き方をすることが宿命どおり

です。 

精神的と現実的のいずれにも、 

片寄らない生き方をすること。 

参考：精神〔こころの働き。物事を達成しようとする気力〕  
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参考：精神的〔精神上のことをおもんずるさま〕  

参考：現実〔事実として目の前にあらわれている物事や状態〕  

参考：現実的〔目前の現実に即しているさま。実際的であるさま〕  

参考：性（せい）〔心の作用。天から与えられた本質〕  

 

『身中』の人が現実的な苦労ばかりしていると、宿命

が活
い

きて来なくなります。 

『身中』の人が精神的な苦労ばかりしていると、宿命

が活
い

きて来なくなります。  

現実面も精神面もほどほどに苦労することで、運勢も

伸びていきますし、本人自身も生
い

き生
い

きしてきます。  

 

〔たとえば〕子供の場合であれば、勉強と運動の両方

をほどほどにやるとよいのです。  

大人の場合は、精神的苦労と現実的な苦労との両方を

ほどほどに消化するとよいわけです。 

「精神と現実のいずれにも片寄らない」ということは、

『身中』の人は、もともと精神面と現実面のバランス

がよいということなのです。  

参考：ほどほど〔行き過ぎのない。ほどよい程度。〕  
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身中は精神と現実のいずれにも 

片寄らない生き方をすること。 

    もともとバランスがよい  

 

〔身中はバランスがよい〕というのは、精神と現実の

つりあいがとれているのです。  

精神と現実がほどほどに強い宿命という意味です。  

精神と現実をおなじくらいに重視する生き方が、宿命

どおりということになります。 

『身中』の生き方は、現実だけを追い求めてはいけな

いのです。  

そうかといって、精神ばかりを重視してもいけないの

です。どちらもおなじように重視しながら、生きてゆ

きなさいということです。  

それが宿命にぴたりとあてはまる姿・生き方です。 

そうすることで宿命が活きてくるのです。 

このことは情性
じょうせい

と理性
り せ い

についてもいえます。 

参考：情性〔人情と性質。感情のはたらき〕  

参考：理性〔感情に動かされたりしないで、論理的に考えて、物事の

そうあるべき姿を判断する〕  
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『身強』の人はどちらかといえば、情性のほうが強く 

て、『身弱』の人は理性のほうが強いのです。 

『身中』は中間ですから、情性と理性の均衡
きんこう

が取れて  

いるのです。  

身中は情性と理性のバランスがよい。 

ここまで述べた内容が身中の特徴です。  

 

✑ 大きく『身強・身弱・身中』の３つに分けますけど、

もう少し詳しく分類を考えますときには、『最身強
さいみきょう

』 

と呼ばれる宿命があります。 

 

人体図に〚天将星〛〚天禄星〛〚天南星〛の〔強星〕が  

１つあれば身強ですが、人体図に強星が２つ以上ある

ものは、身強のなかでも、特に強い宿命だという意味

で最身強といいます。  

 

最身強 ⇒ 強星を２つ以上もつ者。 

 

人体図に〚天禄星〛〚天南星〛の２つをもっているとか、

〚天将星〛が２つあるとかの人体図です。  
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〔強星〕を２つ以上もっていれば、最身強の人体図で

す。 

『最身強』は身強の性質が特に強く出ます。  

最身強 ⇒ 身強の性質が特に強い。 

 

身強の人は気が強いです。過保護に育てられるとよく

ないです。現実的苦労に強いです。 

そういった身強の性質が特に強く出るのが最身強です。 

 

反対に『最身弱
さいみじゃく

』と呼ばれる宿命があります。  

最身弱 ⇒ 弱星を３つもつ人。 

 

〚天報星〛〚天胡星〛〚天極星〛〚天馳星〛は〔弱星〕で

すが、従星３つともが〔弱星〕だとすれば、『身弱』の 

なかでも、特に弱い身弱だとして、最身弱（さいみじゃく）

になります。  

最身弱は身弱の性質が特に強い人になります。  

引退した横綱・貴乃花がそうでした。  

 

最身弱 ⇒ 身弱の性質が特に強い。 
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通常は『身強・身弱・身中』に分類して観ます。  

もう少し詳しく観るときは、最身強と最身弱を加えて

五段階にエネルギーを分類します。  

人体図の十二大従星を、５つの強弱の段階に分類して

観ていくようになります。  

 

『最身強・身強・身中・身弱・最身弱』については、  

〔どれがよくて〕〔どれが悪い〕ということはありません

が、結婚して一緒の生活をしてゆくということになり

ますと、片方はエネルギー多くて、片方はエネルギー

が少ないと、生活のペース（生活のリズム）が異なる夫婦

の組み合わせということになります。  

特に結婚については「結婚の相性
あいしょう

の組み合わせ」があ

ります。  

 

結婚の相性の組み合わせ  

身強と身強は○  身中と身弱は△         

身中と身中は○  最身強と身中は△        

身弱と身弱は○  最身弱と身中は△        

身強と身弱は×  身強と身中は△         
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「相性の観方」はこれに限ったことではなくて、ほか

にいくつもあります。  

それらを総合的に観て〔相性
あいしょう

がよいほうなのか  〕  

〔相性が悪いほうなのか  〕〔相性はふつうなのか  〕  

鑑定においては決めてゆくことになります。  

 

ここでは『身強』と『見弱』についてだけです。  

○×は  身強・身弱の部分だけではこうなります。

ということです。  

身強と身弱ということでは、相性が悪いのに、ほかの

技法で観ると相性がすごくよい場合も当然あります。

『身強･身弱』は相性を観るうえで、大きな焦点
しょうてん

にな

ります。この観方を知っておくとよいのです。  

 

✑ 夫婦のあいだで、エネルギーの差がありすぎると、 

一緒に生活していくうえで、どうしてもギクシャクし

ていくようになります。  

〔たとえば〕身近なことでは、今日はお天気がいいか

ら散歩にでも行きましょうと誘ったら、「夫は疲れる  

からイヤだよ」そのようなことが度重
たびかさ

なってくると、 
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何年かを経過するうちには、夫婦のあいだにマイナス

要因となって出てくるわけです。 

「うちは身強と身弱だけど、とってもうまくいっているわ」

とおっしゃるご夫婦がいたとしても……算命学的には

（うまくいくはずがない）のに、（うまくいっている）と、

いうことになると、どこかに犠牲がでます。  

〔たとえば〕とても仲がよいご夫婦なのに、夫が病気に

なったとか、お子さんが交通事故で亡くなったとか、

その犠牲の在り方はさまざまです。  

 

これからも『身強』『身弱』『身中』については、勉強

を進めるなかで理解を深めていただきたいとおもいま

す。 

占うときには必ず観ます。  

 

 

【初年】４２回目〖身強・身弱・身中〗 終わります 

つぎの授業 ⇒【初年】４３回目〖十二大従星力学③〗です。 


